
養護老人ホ ムあけぼの荘

名称 八幡浜市社会福祉協議会

所在地 八幡浜市松柏乙 番地

成 月 日 成 月 日 間

社会福祉課

施設種別：養護老人ホ ム

認可定員： 人

建物.：鉄筋コンクリ ト造 階建  延床面積 , . ㎡

職員数

施設長： 名 事務員 名 嘱託医： 名 非常勤

生活相談員 名 支援員 名 用務員 名 非常勤

看護師： 名 栄養士： 名

調理員 名 その他： 名

合計： 名 非常勤 名

 入所者の指導及び援助 関す こ

施設の維持管理 関す こ

その他 市長 必要 認 業務

＜利用者数＞ 単位：人

＜指定管理者 し の収入 支出 決算 ＞

評価担当課

施設の概要

老人福祉法 基 環境上の理由及び経済的理由 居宅 い
養護を け こ 困難 老人を入所させ 養護す その者

自立した日常生活を営み 社会活動 参加す た 必要 指導及び訓練
をその他の援助を行う

指定管理者の業務
  生活相談 食事の提供 援助 健康管理 入浴介助 衛生管理 事故防
止 軽作業 レクリエ ション

指定管理者評価シ ト 成 度)

施設名

指定管理者

指定期間

施設利用状況

月 月初在所数 月中退所 死亡 月中入所 月末在所数

計

支出金額

寄附金 人件費 , ,

収支状況

収入 訳 収入金額 支出 訳

指定管理料

,

前期末支払資金残高 , , 固定資産 得費

, 事業費 , ,

, , 事務費

その他収入 財務 繰入金

, ,

雑収入

当期末支払資金残高 , ,

合計 , , 合計 , ,



評 価 項 目 定 評 価 内 容

入所者 個々 あ た支援内容 実行 う 有効 手段 講 い

施設 有効利用 特定 入所者 優遇 そ い

入所者へ 支援内容 向 策 適

施設内外 入所者間や入所者以外 人 ふ あいや交流策 適

入所者 苦情 処理及び利用者 対 要望 把握並び こ 対 実現策 適当

施設 利用拡大 向けた方策 適

総合的 収支計画 適 管理経費 縮減 内容 い

自主事業 計画書 内容 適

人件費 設定 職員費 見合 た内容 適

経費削減 支援内容 低 招くこ い方策 い

施設 現状 正 く認識 今後 管理 あ 方 い 具体的 適 提案 さ い

法人等 経営状態 問題 い

施設 管理業務 係 職員体制 十

そ 他管理経費 設定 無理 い

施設 管理業務 うち 第 者 行わせ 業務 必要最小限 範

種 施設 管理実績 あ 必要 管理能力 有 こ 期待

個人情報保護 係 措置 適 講 見込 あ

衛生管理 火気管理等 安心 安全 施設管理 期待

管理業務 係 地元雇用 市内調達 考え方及び実現性 適

地域活動へ 参加等 地元貢献 い 考え方及び実現性 適

評価 コ ント

入所者 処遇計画 い 職員相互 連携 総合的 検討 い 施設内 設置 た苦情 付箱 活用 入
所者支援策 向 努 い 個人情報 適正 扱い 徹底 入所者 高齢化等 伴う困難事例 対 措置
施設 視点 立 た対応 努 い 職員 入所者 省エネ運動 組 環境保全意識 高い

総括評価

施設 老朽化 い 入所者 あ た適 支援 努 全般的 適正 管理 行わ い

総合評価 基準 総合点数９ 点以 総合点数 点以 総合点数 点以 点未満 総合点数 点未満

総 合 評 価 B

指定管理者評価シ ト 成 度

そ 他 当該公 施設 設置目的 達
成 た 必要 あ 市長等

定 基準
第 号

B

B

B

B

当該公 施設 効用 最大限 発揮さ
せ そ 管理 経費 縮
減 あ こ
第 号

施設 養護老人ホ あけ 荘                                                                

事業計画書 沿 た管理 安定 行う
物的能力及び人的能力 有 又 有

こ 確実 あ こ
第 号

入所者個々 状況 配慮 且 公
支援 確保 た 支援内容 向

あ こ
第 号


